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作成日2026 年 1 月 25 日  

受付番号： I2025-395 

課題名：量子センシング技術を用いた超高感度リキッドバイオプシーの臨床検討 

 

１．研究の対象 

当院で膵癌、大腸癌、胆道癌、食道癌、胃癌、頭頸部癌、肺癌に対して治療を受けられた方へ 

 

２．研究期間 

  研究実施許可日～2030 年 12月 31日 

 

３．試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 

当院で試料・情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下の通りで

す。 

利用開始予定日： 2026 年 4月 1日 

提供開始予定日： 2026 年 4月 1日 

 

４．研究目的 

本邦において、悪性新生物は依然として主要な死亡原因の一つであり、消化器癌・頭頸部癌・肺癌をはじ

めとする多くのがんでは、手術療法、放射線治療、薬物療法を組み合わせた集学的治療が必要とされてい

ます。 

がんの進行度や治療効果の評価には画像検査や血液検査が用いられていますが、画像検査では検出が困難

な微小転移の評価や、腫瘍マーカーが陰性となる症例の把握が難しいといった課題が指摘されています。 

近年、血液や腫瘍組織に含まれる遺伝子情報（がんゲノム情報）を解析することで、がんの性質や治療反

応性、予後をより正確に評価しようとする研究が進められています。がんは、環境要因や遺伝子変化の蓄

積により発生し、特に発がんに深く関与するドライバー遺伝子の違いによって、同じがん種であっても生

物学的特性や治療反応が異なることが知られています。 

これらの遺伝子情報を臨床情報と組み合わせて解析することで、より適切な治療選択や新たな診断技術の

開発につながることが期待されています。 

本研究では、従来の分子解析技術に加えて量子センサー技術を導入することにより、極微量の遺伝子変

異や分子シグナルを高感度に検出することを目指します。 

量子センサーは、従来技術では検出が困難であった低濃度の分子情報を捉えることが可能であり、これに

より検出感度を飛躍的に向上させ、より早期の病態把握や治療効果の精密な評価が可能になると期待され

ています。 

 

５．研究方法 

この研究では、新たな治療や検査を行うことはありません。当院にて膵癌、頭頸部癌、大腸

癌、胆道癌、肺癌、胃癌、食道癌と診断され、治療を受けた方々（20歳未満の方は除外）で、

東京科学大学バイオバンク事業（G2000-157）において包括同意が取得された方が対象になり

ます。臨床情報(年齢、性別、左右、併存疾患、既治療有無、病期、病変の大きさ、病変の部

位、術式、病理標本所見、化学療法レジメン）と遺伝子変異データを合わせて解析します。こ

の研究では、遺伝子の変化を調べる際に、量子センサーという新しい技術を用います。量子セ

ンサーを使うことで、これまでの方法では見つけにくかったごくわずかな遺伝子の変化を、よ

り高い感度で調べることが可能になります。 



 

６．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：病歴、治療歴、副作用等の発生状況 等 

試料：血液 

 

７．外部への試料・情報の提供 

試料・情報は個人が特定できないよう氏名等を削除し、郵送、電子的配信等により国立研究開

発法人量子科学技術研究開発機構 量子生命科学研究所（共同研究機関）へ提供する場合があり

ます。 

対応表は、当院の研究責任者が保管・管理します。 

 

８．研究組織 

研究代表者 

東京科学大学 臨床腫瘍学分野 

（職名）講師 

（氏名）加納 嘉人 

 

共同研究機関 

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 量子生命科学研究所 

五十嵐龍治 

 

９．利益相反（企業等との利害関係）について 

利益相反とは、研究者が企業など、自分の所属する機関以外から研究資金等を提供してもらうこ

とによって、研究結果が特定の企業にとって都合のよいものになっているのではないか・研究結

果の公表が公正に行われないのではないかなどの疑問が第三者から見て生じかねない状態のこ

とを指します。本研究は日本医療研究開発機構（AMED）が実施する橋渡し研究プログラム（シー

ズ A）研究費を用いて行われます。また研究を実施するにあたり特定企業との利害関係はありま

せん。本研究の実施にあたっては、本学利益相反マネジメント委員会に対して研究者の利益相反

状況に関する申告を行い、同委員会による確認を受けています。この研究の結果により特許権等

が生じた場合は、その帰属先は研究機関及び研究者等になります。あなたには帰属しません。 

 

 

１０．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  当院における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

   

担当者の所属・氏名：東京科学大学病院 臨床腫瘍科 加納嘉人 

連絡先：03-3813-6111  co.conc@tmd.ac.jp 

 



当院の研究責任者：東京科学大学病院 臨床腫瘍科 浜本康夫 

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 量子生命科学研究所 五十嵐龍治 

   

研究代表者：東京科学大学大学院 医学系研究科臨床腫瘍学分野 加納嘉人 

 

１１．苦情窓口 

  東京科学大学 研究推進部研究基盤推進課 生命倫理グループ 
03-5803-4547（対応可能時間帯：平日9:00～17:00） 

 

 

 


